
施策目標（テーマ）

達成手段

達成手段
（事業・税制措置・諸会議等）

２３年度
補正後
予算額
（千円）

２４年度
補正後
予算額
（千円）

２５年度
当初予
算額
（千円）

行政事業
レビュー
シート
番号

関連する
指標

担当課

学びのイノベーション事
業

300,000 280,309 257,267 0033 1-②～③
情報教育
課

教育用コンテンツ奨励
事業

27,037 22,527 18,368 0034 2-①
情報教育
課

教育研究情報センター 203,428 194,794 173,655 0036 2-②
国立教育
政策研究
所

情報教育の推進等に関
する調査研究

- 41,297 37,183 0035 1-①、④
情報教育
課

【施策の概要】
　高度情報社会を担う
人材を育成するための
教育・学習や、ICT（情報
通信技術）を効果的に
活用した教育・学習を推
進する。

２．教育上価値が高く、学校教育又は社
会教育に利用されることが適当と認めら
れる教育用コンテンツが広く普及する。

【活動指標（アウトプット）】
①　教育用コンテンツ審査の申請件数
（１９年度実績:123件、目標：平成19年度比増）
②　教育情報共有ポータルサイトのアクセス数（25年度）
　（目標：25年度・50万件）

【活動指標（アウトプット）】
③　実証研究「学びのイノベーション事業」の進捗状況
 （目標：25年度・協議会からの指導・助言、評価等を受けながら、実証研究で使用するモ
デルコンテンツや指導方法を開発するとともに、ＩＣＴ活用の教育上の効果・影響の検証を
行い、研究成果を取りまとめる。）
④　情報活用能力の実態に関する調査の実施
　（目標：26年度・情報活用能力の実態に関する調査を小・中学校各１００校程度において
実施し、その結果の分析を踏まえ、指導の参考となる資料を作成。）

【担当課（関係課）】
生涯学習政策局情報教育課
（国立教育政策研究所）

【成果指標（アウトカム）】
①　子供たちの情報活用能力の習得状況
②　ＩＣＴを活用した教育の効果

１．教科指導における情報通信技術の
効果的な活用や情報教育の充実によ
り、子供たちの情報活用能力を向上させ
るとともに、確かな学力を育成する。

５　ICTを活用した
教育・学習の振興

　子供たちの情報活用能力に関する調査の開発・実施を行い、子供たちの情報活用能力の習
得状況及び問題点に関する情報収集を行う。

　国や都道府県教育委員会等で提供されている教材等のコンテンツを集積・共有するととも
に、教育関係者等の知識と経験を共有する情報基盤となる「教育情報共有ポータルサイト」の
構築・運用等を行う。

達成手段の概要

　教育に利用される映画・ＤＶＤ・ビデオ等の教育用コンテンツについて、教育上価値が高く、学
校教育又は社会教育に広く利用されることが適当と認められるものを選定し、広く一般に普及・
促進を図る。

　様々な学校種、子供たちの発達段階、教科等を考慮して、一人一台の情報端末や電子黒
板、無線ＬＡＮ等が整備された環境において、デジタル教科書・教材を活用した教育の効果・影
響の検証、指導方法の開発、モデルコンテンツの開発等を行う実証研究を実施する。

施策目標に関する中長期的な達成目標と指標（平成２５年度に実施する施策）

【参考指標】
⑤　授業中にＩＣＴを活用して指導する能力について、「わりに出来る」「ややできる」と回答
した教員の割合
　（23年度実績： 65.1％／目標：29年度・100％）
⑥　学校のＩＣＴ環境の整備状況
　・教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数
　（23年度実績：6.6 人／目標： 29年度・3.6人）
　・電子黒板の整備状況
　（23年度実績：73,377台／目標：29年度・普通教室１学級に１台）
　・普通教室の校内ＬＡＮ整備率
　（23年度実績： 83.6％／目標：29年度・100％）

主な成果指標（アウトカム）／活動指標（アウトプット）達成目標

政策目標１　生涯学習社会の実現


